
 

概要 

ＦＩＸ－５０はユニバーサルクロックＰＣＫ－５０を８個のＢＣＤスイッチで周波数設定が 

容易に行なうことができるようにするためのオプションボードです。ＰＣＫ－５０をパラレ

ルデータで周波数設定を行なう場合に於いては、桁の選択、選択された桁の周波数の設定と

１Ｈｚの桁から５０ＭＨｚの桁までの８桁すべてでは１６回のデータを入力しなければなり

ません。しかしＰＣＫ－５０をＦＩＸ－５０のソケットに取付けるとボード上の１Ｈｚの桁

から５０ＭＨｚの桁までの８個のＢＣＤスイッチで直接希望する周波数の設定を行なえます。 

またボード上にある SAVEスイッチでＢＣＤスイッチで設定されている周波数をＰＣＫ－５０

に記憶させることができますのでＰＣＫ－５０を単体で使用する場合の周波数設定記憶治し

ても使用できます。 

 

ボード配置 

電源仕様 

 電圧  ＋５Ｖ ±５％（０．２５Ｖ） 

 消費電流 ２００ｍＡ以下 （ＰＣＫ－５０実装時） 

 

ＬＥＤの表示 

 ボード上にあるＬＥＤ ランプは動作状態を表示します。 

 点灯： 正常状態時は常時点灯します。 

 点滅： ユニバーサルクロックモジュールＰＣＫー５０が正しく 

  実装されていない場合にはＬＥＤは連続して点滅します。 

 ワンショットの点滅： 

  ＢＣＤスイッチの設定が変更した時、ＳＡＶＥスイッチが 

  押された場合に一瞬点滅します。 

周波数設定ボード ＦＩＸ－５０ 



コネクタのピン配置 

 ＣＮ１は TT/CMOSレベルのデジタル出力端子です。 

 ＣＮ２は電源端子です。+５Ｖを供給して下さい。 

 ＣＮ３はアナログ出力でサイン波を出力します。出力インピーダンスが５０Ωですので特性 

 インピーダンス５０Ωの同軸ケーブルを使用して下さい。適合コネクターはＳＭＢ(Ｃ０５） 

 型のプラグまたはヒロセ電機のＵＭプラグに適合しております。 

  

外形寸法    ６５ｘ１１１ｍｍ 

 

価格  １８,５００円  
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